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　去る５月２７日の定期総会において、会員各位のご推挙により会長に再任されました。伝統ある山梨県建
築士会の会長職という重責の１期目を無事完了することができましたことは、ひとえに皆様のご支援とお力添
えの賜物であると深く感謝申し上げますとともに、改めて今後の士会運営に対しましては身の引き締まる思い
であります。
　さて、2050 年カーボンニュートラル、2030 年度温室効果ガス 46％排出削減（2013 年度比）の実現に
向けた建築物省エネ法の改正など、建築士を取り巻く環境は刻 と々変化しています。加えて、働き方改革の
一層の推進や若手技術者の育成など、我々建築士会の果たすべき役割はますます重要となってきています。
山梨県建築士会といたしましては、楽しく有意義でメリットのある諸活動を展開するとともに、県民の安全・
安心に向けた支援に力を注いでいく考えでありますので、各種講習会や諸行事等への積極的なご参加をお願
いいたします。

　結びに、建築士会は建築士の皆様が自らの意志で集い、研鑽し、交流する集団であります。そうした集団
である山梨県建築士会の運営に携わる身として、会員相互の連携や交流を深めながら、当会の発展に取り組
んで参る所存でありますので、今後とも士会運営に対しご支援、ご協力を賜りますようお願いを申し上げ、就
任の挨拶とさせていただきます。

会長　長田 正彦

会長就任挨拶

連合会と連携した各種講習会や研修会の開催、建築
士の集いなど山梨を支える建築技術者の育成

関ブロ青年協大会、エクスカーション(体験型見学会)など

地震防災対策に加え近年激甚化する風水害災害対策
など

良質で文化的な
建築物の形成と
良好なまちづくり
の推進など

一般社団法人　山梨県建築士会
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　令和６年５月２７日（月）午後２時００分より、甲府市大津町２１３０－２、山梨県立中小企業人材開発セン
ター３階視聴覚室において、令和６年度通常総会が正会員９３５名中５０８名（委任状４４６名 出席者６２名）
の出席を得て開催され、その概要は次のとおりです。

１	 開会のことば（渡辺讓副会長）
２	 黙祷（９名の会員物故者への黙祷）
３	 会長あいさつ（長田正彦会長）
４	 会長表彰並びに関東甲信越建築士会ブロック会
	 優良建築物表彰の伝達

　会長表彰者（５名）
甲府支部 甲府支部 中巨摩支部 石和支部 北富士支部

中田 幸仁氏 利根川 哲也氏 秋山 洋一氏 三枝 則子氏 浅田 恒彦氏
　令和５年度 関東甲信越建築士会ブロック会 優良建築物表彰

受彰者 作品名
株式会社早野組一級建築士事務所

羽田 咲夫氏 旅の駅 kawaguchiko base

５　来賓祝辞・祝電披露
・	来賓６名を代表し、山梨県県土整備部 若尾洋一技監

並びに甲府市まちづくり部 石原修部長からのご祝辞
・	公益社団法人日本建築士会連合会 近角眞一会長か

らの祝電披露
６　議事
　（１）審議事項

　　　第一号議案　	令和５年度事業報告の件
　　　第二号議案　	令和５年度収支決算の件並びに
	 公益目的支出計画実施報告の件
　　　　　　　　	 小林一夫監事による監査報告
　　　　　　　　	 （⇒以上、一括して承認された）
　　　第三号議案	 役員の選任に関する件
	 （⇒令和６･ ７年度の理事３９名及び
	 監事２名が承認された）

　　～会長及び副会長選定の理事会のため暫時休会～
　　理事会の選定結果報告
　　　・会　長（代表理事）：長田正彦氏
　　　・副会長（業務執行理事）：渡辺讓氏、土谷芳仁氏、髙相正樹氏

　　　第四号議案	 令和６年度事業計画の件　　
　　　第五号議案	 令和６年度収支予算の件
	 （⇒以上、一括して承認された）
　　　第六号議案　令和６年度終身会員選出の件（⇒甲府支部 椚正明氏他１４名の終身会員が承認された）
　　（２）報告事項
　　　　①令和６年度の主な行事予定の説明
　　　　②その他事項
　　　　　・建築士賠償責任補償制度（けんばい）、山梨県建築士会情報配信メールの各資料の説明

７　その他 （議事以外の連絡事項や意見交換事項など）（⇒特になし）
８　閉会のことば（土谷芳仁副会長）

以上、令和６年度通常総会は午後３時４０分盛会裡に無事閉会。

一般社団法人　山梨県建築士会

「令和６年度通常総会」について

山梨県県土整備部若尾技監 甲府市まちづくり部石原部長

長田会長

６議案を上程し承認
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令和６・７年度　委員会名簿
（◎：委員長　◯：副委員長）

（敬称略、役職順・五十音順・連合会委員会構成順）
総務委員会
◎ 渡辺　 　讓 ○ 秋山　 　昭 雨宮　 健一 佐野　 晃通 代田　 一郎
　 堤　　 美鈴 　 利根川 哲也 保坂　 昌司 宮原　 　仁 渡井　 　攻

研修委員会
◎ 若狭 美穂子 ○ 進藤 　哲雄 網野 　隆明 雨宮　 眞司 小田切　 崇
　 北村　 　毅 　 内藤　 清仁 長坂　 　治 初鹿　 和久 丸茂　 邦仁

　（連合会まちづくり委員会）
　●  まちづくり委員長、木のまちづくり部会員：丸茂　邦仁	 ●  福祉まちづくり部会員：若狭 美穂子
　●  景観まちづくり部会員：進藤　哲雄　　	 ●  防災まちづくり部会員：小田切　 崇
　●  歴史まちづくり部会員：網野　隆明　　	 ●  街中（空き家）まちづくり部会員：長坂　治

　　　 　　　
福祉委員会
◎ 土谷　 芳仁 ○ 佐々木 幸一 網野　 淳也 金井　 一憲 内藤　　 聡
　 羽田　 咲夫 　 松坂　 裕二 松野 　範子 山口　 清一 渡邉　 智彦

編集委員会
◎ 山根　 健司 ○ 中澤　 幸子 秋山 　洋一 河野　 　広 小林　 弘幸
　 佐藤　 公泰 　 丹沢　 浩己 彈塚　　 崇 吉井　 敏瑞 和田 　之男

資格審査委員会
◎ 髙相　 正樹 ○ 河西　 　聡 新谷 　憲司 一之瀬 慎司 田邉　 佳子
　 利根川 康夫 　 星野　 幸美 松浦 　芳恵 望月　 喜二 山崎　 宗彦

災害対策委員会
◎ 小田切　 崇 ○ 髙相　 正樹 金井　 一憲 中込　 康次 勝村　 公二
　 荒木 　和久 　 樋川　 克也 藤田 　幸二 山田　 七穂 堀内　 真一
　 堂本　 隆司 　 山口　 清一

令和 6・7 年度　理事及び監事名簿
 　 　  （敬称略、役職順・五十音順）

役 　職 氏　名
会　 長 長田　正彦
副 会 長 渡辺　讓 土谷　芳仁（会計） 髙相　正樹
理 　 事 秋山　昭 網野　淳也 雨宮　健一 荒木　和久（石和）

〃 大澤　光彦 小田切　崇 勝村　公二（塩山） 金井　一憲（甲府）
〃 河西　聡 齋藤　啓文（青年部） 佐々木　幸一 佐野　晃通
〃 田邉　佳子 丹沢　浩己 堂本　隆司（大月） 利根川　康夫
〃 内藤　聡 中込　康次（中巨摩） 長澤　浩正 羽田　咲夫
〃 樋川　克也（市川） 藤田　幸二（身延） 保坂　昌司 堀内　真一（北富士）
〃 松浦　芳恵（女性部） 松坂　裕二 松野　範子 望月　寛
〃 山口　清一（都留） 山崎　宗彦 山田　七穂（韮崎） 米山　文人
〃 若狭　美穂子 渡井　攻 渡邊　三七登

監　 事 新谷　憲司 小林　一夫 　　　　 　　 　　 　  
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　令和 6 年 2 月 23 日（金）山梨

県 生 涯 学 習 セ ン タ ー 交 流 室 に て

（山梨県防災新館 1 階）「第 7 回山

梨県建築士の集い」を開催いたし

ました。

　令和 5 年の 5 月より新型コロナウィルス感染症の位

置付けが「5 類感染症」に移行したことにより、昨年よ

り人数制限なども軽減され、ほぼコロナ禍前のような

開催となり、関係者含め 50 名以上の参加となりました。

ここまで、コロナ禍の中でも「集わない集い」として、

形を変えても毎年開催し、「集い」の灯が消えなかった

ことは、関わって下さった方々の努力とご協力にある

ものと確信しています。「建築士」の集いではあります

が、今年も昨年同様「建築士」を育てる県内建築系高

等学校の教職員や生徒にもご協力を頂きました。

　第一部の地域実践活動報告では、各支部の発表と、

甲府市役所の方々より能登半島地震における被災建築

物応急危険度判定活動の貴重な話も聞くことができま

した。我々が普通に生活できることが大切であるとと

もに、災害や防災、そして耐震について考え直すこと

が大事だと感じました。

　第二部では「山梨県工業高校生建築設計製図技能検定試験」の成績優秀者の方々に直接表彰を行い、感想も聞くこと

ができました。改めて手書き製図の難しさや、建築士を目指した頃を思い出したのではないでしょうか。そして各校の

取り組みの発表では想像していた以上に本格的で、また色々な事に取り組んでいることに正直「驚き」という感想が大

きいです。目まぐるしく変化する世の中においても、生徒一人一台の電子端末を学校でしっかりと活用し、教職員の方々

が未来の建築士に対して親身にご指導して下さっている姿に感銘を受けました。

　最後の第三部では「工高生と建築士のパネルディスカッション」を行いました。「建築の道を志した理由」から始まり、

建築に対する「建築士」の想いと高校生の想いを聞くことができました。どの業界でも人手不足が深刻になっている今、

若者がどのような事で悩み、将来を描いているのか、それをヒントに我々もどうすればよいのか考え直す良い機会でした。

　今回の「集い」はやはり「未来の担い手となる若

者たち」との交流が中心だったと思います。我々建

築士もその若い力に励まされながら、指導し、教え

ることによって教えられ、世代の枠組みを超えた上

で一緒に業界を盛り上げていこうと感じました。

　私事ですが、今回の「集い」の副実行委員長を務

めさせていただき、運営に携わることで今までとは

違う風景を見ることができました。開催までの日々

は大変なこともありましたが、無事に開催できたこ

とに喜びを感じます。今後も「山梨県建築士の集い」

が有意義な「集い」となるように建築士会の活動を

していきたいと思います。

北富士支部

鈴木　 誠

第7回山梨県建築士の集い

当日の様子は、当会ホームページにて公開いたします。
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　令和 6 年 7 月 13 〜 14 日で開催された協議会

の初日に参加してきました。

　今年度就任の古谷連合会会長の挨拶では、女

性委員会への女性ならではの視点・発想の発信

に期待されていました。

　初日は基調講演のほか、東日本大震災を境に

「被災地に心を寄せて」という意図で毎年被災地報告がされており、

今年は 1 月に起きた能登半島地震中心の報告でした。

　被災した実体験と被災状況の報告の他、応急危険度判定士派遣につ

いての話では「初めて判定に行く人たちの不安と効率の悪さがあっ

た」、「応急危険度判定士の日ごろの学習意識の更新と連携が必要…」

という共感する内容がありました。

　そして印象的だったのが岡山県建築士会倉敷支部が、平成 30 年

西日本豪雨災害を機に積極的に防災減災啓発活動に取り組んでいるという活動報告でした。活動の源は《わがこととして》

という思いにあり、町内会、学校、PTA、メディア等への働きかけなど素晴らしい発表でした。

　災害時、建築士としてできることを、平時に勉強・訓練しておくこと、繋がりを持つこと、ひろげることの大切さを

あらためて教えていただきました。

　ありがとうございました。

　建築士会では毎年、全国大会で各都道府県の「地域実践活動」の

順位を決めている事を知っていますか？全国大会に出場するために

は、予選である関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会千

葉大会にて最優秀賞を獲得する必要があります。

　今年度山梨県建築士会からは女性部会が代表として発表する事に

なりました。

　発表タイトルは「木造住宅に関する演習授業」～新しい法改正による若き建築士育成

講座～です。これは昨年、女性部会が甲府工業建築科 3 年生に向けて行った、卒業設計

の構造図の書き方を教える授業と、15 年間外部講師として関わった生徒たちのその後を

紹介したものでした。パワーポイントで 7 分という発表でしたが、資料作りでは女性部会と青年部会の仲間の協力もあり、

私にはないセンスの良さや技術を盛り込む事ができました。一つのも

のを完成させる事は大変だと改めて感じました。そして、当日、山梨

から一緒に行った建築士会員みんなの応援のもと、緊張しながら発表。

結果は最優秀賞とならず残念な結果になりましたが、それでも山梨の

活動に関心をもってもらい、たくさんの質問を他都県から頂きました。

後日知った会場票が 3 位との結果には安堵しました。

　今回発表した、若い建築士を育成するということ、これは私たちが

しなければならないことだと感じています。指導するとかだけではな

く日常生活で繋がって、憧れをもってもらい、仲間になってもらう。

そして、建築士の仲間たちとの楽しい時間を過ごしながら育成してい

く。そんな活動をしていこうと改めて思いました。

女性部会

塩澤 礼子

女性部会 部長

松浦 芳恵

関ブロ千葉大会に参加して

令和６年度第33回全国女性建築士連絡協議会(東京)に参加して
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　本年度から、青年部長に就任致しまし

た甲府支部の齋藤啓文と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。

　私が建築士会に入会し、青年部の活動

に携わるようになったのは、2015 年だっ

たと思います。ちょうど翌年に開催する

関ブロ山梨大会に向けて準備をしているときでした。初めて

誘われて参加した甲府支部青年部の打合せ兼懇親会、私は少

し遅れていきましたが、会場にいたのは小田切崇さん（当時

の甲府支部青年部長）ただ一人…。さらに遅れて数名の方が

来て合計 4 人ほどでした。先輩方は私を優しく迎えてくれて、とても居心地がいい会だなと思うと同時に、こんな状況

でそんな大きな大会ができるのかと、不安になり、お手伝いをするようになったのが始まりでした。

　あれから 9 年ほどが経ち、このような大役をお受けすることになるとは思ってもいませんでしたが、これまで先輩方

が作り上げてきた活動を受け継ぎながらも、将来へつながる活動をしていければと思っています。

　また、3 年後の 2027 年 6 月には関ブロ山梨大会を開催することになります。その準備も今年から少しずつ始めて行く

ことになります。今はまだ、どのような大会にしていくのか、何も決まっていない状況で不安ばかりですが、建築士会

の皆さんとともに山梨らしい大会ができるよう、準備をしていきたいと思います。ぜひ多くの方からご意見をいただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　まずは、今年度中に準備委員会を

立ち上げ、大会のテーマや趣旨、会

場など大まかな方向性を定めること

ができればと考えています。これか

ら準備委員会の参加者を募集します

ので、ご希望の方は、各支部の青年

部もしくは事務局へお問い合わせく

ださい。

　青年部だけでは関ブロ山梨大会を

実施することは難しいと考えており

ます。山梨県建築士会一丸となって

素晴らしい大会を開催したいです。

山梨の建築士のパワーを関ブロ各都

県に見せつけてやりましょう。多く

の方のご協力をお待ちしております。

青年部会 部長

齋藤 啓文

2027年関ブロ山梨大会に向けて

楽しい　楽しい　　　嬉しい　嬉しい　　　関ブロやまなし関ブロやまなし
2027年（令和9年）の関ブロ山梨大会にむけて準備委員会が発足します!　
スタッフ募集は随時行っていますので、興味のある方は事務局までご連絡ください♪

事務局 TEL 055-233-5414　╱  FAX 055-233-5415
Mail info@ykenchikushi.org

2016年 前山梨大会の様子



8

　晴れた日には甲府盆地の北稜に、峯にちょこんと烏帽子
を乗せた金峰山五丈岩を仰げる。甲斐の国と信濃の国の分
水嶺である金峰山は古代より金丸山と呼ばれ、荒川や千曲
川の水源としてまた多くの恩恵を授ける反面、災害や獣害を
もたらす恐山として尊崇と畏敬の念の信仰の山として親しま
れた。第十代崇神天皇（前 136）は各地に疾病が蔓延し
た際に金峰山五丈岩に医薬・禁厭守護神少彦名命を鎮祭
された。日本武尊登頂の折には素戔嗚尊・大己貴命を合祀、
698 年文武天皇の御代、大和吉野金峯山から蔵王権現を
勧請した。南北朝時代には吉野に次ぐ山岳修験信仰の地と
なった。
　甲斐国志（1814 年）によると登拝道御嶽道は「山口
九箇所ｱﾘ、南ﾊ北山筋ﾉ吉沢・亀沢・塚原、東ﾊ万力筋ﾉ
上万力・西保・杣口、西ﾊ逸見筋ﾉ穂坂・江草・小尾ﾅﾘ」
と 9 ルートが記される。平安時代までは在庁官人三枝氏
の庇護により杣口金櫻神社のある東ルートがメインであっ
たが、長寛勘文事件（1162 年）以降は甲斐国志に「昔
時逸見太郎清光（金櫻神社を）再建ス」と記されたように、
南口吉沢上道が、江戸時代には外道が主の登拝ルートと
して栄えた。
　二千年前から現
在まで生・老・病・
死は人間の救済の
根 源であり、 金 峰
山 信 仰 は 現 代 の
我々が思う以 上に
人々の心の拠り所
であった。 里 宮で
ある神仏習合の御
嶽金櫻神社は「蔵
王権現」と呼ばれ、
千五百年の歴史が
あり、 武田氏や浅
野氏、徳川江戸幕府も甲斐を治める要衝の地として重視し、
最盛期には御岳千軒の御師の家や社家があったが、明治
の神仏分離の頃から徐々に御嶽講も衰退した。江戸時代後
期（1843 年）には生活道路としての外道ルートが余りにも
酷道のため猪狩村の長田円右衛門らが「新道」を開削した。
それにより未開の渓谷美や仙娥滝の絶景が御嶽昇仙峡の
観光名所としての基礎を築く事になる。
上道・外道と桜
　かつては登拝道の南口として、千塚から入り平瀬の御霊
の渡しにて荒川を渡り桜本一の鳥居をくぐった。鎌倉期に建
てられた明神石鳥居で、現在は敷島総合公園内に復元保
存され、逸見清光以降の時代と合致する。鎌倉期には尾
根道である上道が御嶽道として、修験道の入峰口であった
と推定できる。上道は甲斐市自然観察路とも重なり、地元
の御嶽古道の会により倒木撤去も進み散策しやすくなってい

る。往時の遺跡は少ないが、古道周辺には山桜が多く、令
和 6 年 4 月の調査において、上道御霊姫宮から外道の合
流点まで山桜を400 本程確認できた。満開時は見事である。
外道は沢道で、常説
寺脇を抜けて戦後の
開拓者が開発した住
居跡も見る。
　天保 12 年（1841）
甲府道祖神祭りの幕
絵製作を依頼された
浮世絵師歌川広重が
外道から金櫻神社へ
参詣し、古道の奇石や風景をスケッチしている。広重も描い
た太鼓岩を過ぎると、一本桜跡があり、大正時代までは茶
屋や桜並木があったという。金櫻神社社記伝には「金をもっ
て神となし、桜をもって霊となす」と吉野本宮金峯山との深
いつながりを示す。甲斐国志には「一本桜ﾖﾘ第一華表ﾏﾃﾞｦ
櫻大門ﾄ云、此間二十町許（約 2.2㎞）古桜樹数百株ｦ挟ﾒﾘ、
其中四囲許ﾅﾙ者ｦ朝日桜ﾄ称ｽ」「是（第一華表）ﾖﾘ以南吉
沢ﾉ山内一本桜ﾆ至ﾙ廿町ｦ桜大門ﾄ云、古人ﾉ説和州吉野山
ﾖﾘ移栽ﾙﾄ云、花時最壮観ﾅﾘ」
甲斐国御嶽山旧記宮建宝物略記（弘化３年）には「慶長
年中国主浅野左京大夫（幸長）桜樹八千本寄付なされ、
外道坂より上、一の鳥居・杉大門まで往還の並木に植え給
う、今桜古木となりて残れり、三月の末花盛りなり」と伝う。
父長政と共に関白豊臣秀吉に仕え、吉野で行われた盛大な
花見を秀吉を招いてここ御嶽でも行いたい策略があったの
ではないかと推測する。江戸期の第一華表が、八王子坂の
沓石（地図中江戸期の一の鳥居）とすると、残念だが後の
杉の植林により当時の桜は現存しない。
金櫻神社　千五百年前第二十一代雄略天皇の御代に御岳
に里宮「金櫻神社」が開かれ、第四十二代文武天皇御代
には大和金峰山より蔵王権現を勧請、社殿を建立した。新
羅三郎義光の再建の他、義信、清光、浅野長政など時の
権力者が境内の造営に関わり昭和 30 年の火災までには正
殿・中宮・東宮、神楽殿、隋神門、鐘楼など重要文化財
の建物が並んでいた。また江戸時代後期までは社僧・社
人・神主の三派で神社、弥勒寺を運営し、境内には仁王門、
弥勒寺他 5 坊が在ったが廃絶した。近年は月例神事の他、
遥拝所新設、境内に千本桜を植樹など御岳の景観運営に
も注力している。残された数々の文化財にも歴史を感じる。

上道（写真左）と古道沿いの山桜（写真右）

御　嶽　古　道

神々と民を紡ぐ道

御　嶽　古　道

神々と民を紡ぐ道

川上村
梓山金峰神社
北
口
ル
ー
ト

上
道 外

道
新
道

杣口ルート万
力
ル
ー
ト亀

沢
ル
ー
ト

塚
原
ル
ー
ト

江草ルート

浅尾ルー
ト

西保ルート

穂
坂
ル
ー
ト

△瑞牆山

水晶峠

神部神社
小尾ルート

金峰神社

大弛峠

奥社地

金峰山

塩山

御嶽金櫻神社

須玉

韮崎

甲府

吉沢

御室小屋跡

北原金峰神社

柳平金峰神社

万力金櫻神社
塚原金峰神社

杣口金櫻神社

御嶽九筋

神会原から望む金峰山   佐藤 節子

金櫻神社 鬱金の桜
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常説寺 白輿　国指定重要文化財 （日蓮宗 順徳院山）元
天台宗寺院で 823 年伝教大師・最澄の弟子栄澄僧正が、
金峰山参拝道一の鳥居内に圓乗寺を開基した。承久の乱

（1221 年）において順徳院法皇が北条義時により佐渡へ
流される前、吉野金峯山への
参詣がかなわず、寺泊に御滞座
の間甲斐金峰山に奉幣を遣わし
た。勅使は寺に白輿を残し、走
行して御嶽へ詣でた。白輿の特
徴としては配流用に質素に造ら
れ栂・檜正目を材とし塗装も装
飾もない。
　屋根には反りがあり、棟木の痕跡があるなど上位の輿の
造りで、多少の虫喰いの他は健全な形で残存している。
白山社　甲府市御岳上組の氏神様で、金櫻神社の摂社で
もある。金櫻神社の御岳川を挟んで東側に位置し、屏風岩
の麓、標高約 950m 大きくえぐられた巌窟に祀られている。
　金櫻神社および屏風岩は約 100 万年前黒富士第 3 ～ 4 
火砕流堆積物で形成された、溶結凝灰岩である。大小の
堆積された岩で、浸食に弱く岩洞ができやすい。白山社や
西室権現社そして花崗岩の奇岩の羅漢寺山など、八百万
の神が棲い、岩窟での修行僧の行場となり、岩洞ができや
すい環境ゆえに山の信仰が発展した背景があると考える。
白山社が立つテラスは東西 10 ｍ、南北 30 ｍの広がりを
持つ。社殿はテラス中央よりやや南側に配され、金櫻神社
を意識して西向きに正面を向けている。社殿正面には表参

道の石段があるが、鳥居は確認
できない。本殿身舎は一間社
切妻造平入、流造。約 4 尺
四方に柱芯をとり、正面と両

袖に幅 1 尺 3 寸の高欄付きの
榑縁をまわす。白山とは「歯苦散」

と、言う字を配して歯の神様が
祀ってあるとされるが、白山

信仰がこの地に在った可
能性も考慮したい。

新道　仙岳新道募資禄 天保 12 年（1841）から新道開
削の理由が読める。長田円右衛門らの開削資金不足のた
め、甲府勤番より各村の名主などに募資を募った。「御嶽
山のかたはら荒川のほとりに猪狩川窪高町とて山屋の民家
あり、村々の民常に炭焼き薪を取り国中に運送して商いを
生業として日夜往還の道筋は八王子坂とて上下二里余りの
峠あり、この坂路極みの難所なり夏は炎天牛馬を殺し冬は
寒風雪道に人命を失い人馬の（略）
中にも猪狩村農民円右衛門といえる者その志（略）袖の村々

人馬はもちろん御嶽社参拝の輩も多く（略）往来して馬品
の助け度とて 多趣を志を ··」と懇願している。天保 5 年

（1834）着工、天保 14 年（1843）竣工、巨岩をくり抜き、
荒川の急流に橋架けなど難工事であった。新道脇磨崖の碑
では、甲府徽典館学頭、乙骨耐軒が円右衛門の功績を讃
えている。安政元年（1854）「仙嶽闢路図」竹邨三陽画（下
図は復刻版の御嶽探勝案内）からは崖上に桟道が見える。
同碑付近に桟道の杭跡が確認でき、当時の辛労に驚く。

常説寺 白輿

白山社　立面図

白山社　立面図

白山社　配置図

令和4年11月
実測調査：	佐藤　節子
	 齋藤亜紀子
　　　図：	佐藤　節子

参考文献：山梨県教育委員会「御嶽道」、甲府市教育委員会「昇仙峡に魅せら
れた人たち・山岳への信仰」信藤祐仁、山の考古学研究会「山岳信仰と考古
学Ⅱ・甲斐金峰山と金櫻神社」櫛原功一、山梨日日新聞「探訪甲斐の至宝」守
屋正彦、円右衛門伝承館、昇仙峡地域活性化推進協議会「御嶽昇仙峡」数野
雅彦、「御嶽新道案内」北村眞一、「金峰山峰入推定経路」久保田明宗、金櫻
神社冊子、常説寺冊子、国会図書館サーチ

御嶽古道南口　上道・外道・新道　
地理院地図を加工して作成

磨崖の碑

覚円峰

石門

花
崗
岩
上
の
桟
橋
杭
の
跡
　
窪
み
に
自
生
す
る
ギ
ボ
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シ
が
か
わ
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い
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　県は市町村と連携して、木造住宅の耐震化を促進するため、会員の皆様のご協力を頂きながら、平成23年
から「耐震啓発ローラー作戦」を実施し、延べ３万５千戸を超える戸別訪問を実施して参りました。
　しかし、未だ耐震改修を実施しない所有者が多く、耐震化が進んでいない状況です。
　県と市町村では、耐震化をさらに進めるべく、支援制度を拡充し、本年度も「耐震啓発
ローラー作戦」による戸別訪問を行います。
　会員の皆様には、積極的に耐震化の必要性や補助制度の周知を行って頂き、安全・安心
なまちづくりの実現に向けてご協力をお願いします。

　山梨県建築関係施策推進協議会を設立しました！

　木造住宅の耐震化支援を拡充して実施しています！

県からのお知らせ

改正法対応
　令和４年建築物省エネ法・建築
基準法等の改正の３年以内施行が
目前に迫る中、４号特例の見直し
をはじめ建築業界に影響が大きい
制度変革に対し、県内経済の停滞を
招くことのないよう、官民が連携し
てこれに対応していく必要がある。

社会的要請対応
　2050 年カーボンニュートラル
の実現に向け、2030 年までには
ZEH 水準義務化などが予定されて
おり、脱炭素・省エネ分野における
建築業界への社会的要請は大きく、
官民が連携してこれに対応してい
く必要がある。

社会的課題対応
　人口減少や社会経済情勢等を背
景に、新設住宅着工戸数の減少や
資材の高騰、大工職人等の労働者
不足、後継者不足など建築業界を
取り巻く課題は多岐にわたり、こ
うした課題への対応には官民が連
携していく必要がある。

背景

官民連携のプラットフォームとして
山梨県建築関係施策推進協議会（R6.3 設立）

　協議会では、会議をハイブリット形式で開催するなど、建築業界に関わる様々なステークホ
ルダーと情報や課題を共有しながら、官民連携施策の検討・実施を進めて参ります。
　また、今年度より官民連携の住宅施策として、山梨県が目指すべき住宅の性能水準を提示し、
これを県のブランド住宅として普及していくための取り組み（やまなし KAITEKI 住宅検討部会）
をはじめました。
　協議会や部会での取り組みの詳細は、県のホームページでご確認ください。

耐震診断　無料
※昨年度からの変更はありません。

　市町村に申込をすると、山梨県耐震診断技術者
（建築士）が派遣され、住宅を調査し、地震に対
する強度を診断します。
　診断後は、総合評点が示され、診断結果の説
明を行います。

耐震改修／建替
最大125万円（補助率10/10）

※昨年度まで：最大１００万円（補助率４／５）

　耐震診断の結果、耐震性のない住宅で耐震改
修工事や建替工事を行う場合に活用できます。

耐震シェルター /防災ベット
最大36万円（補助率10/10）

※昨年度まで：最大２４万円（補助率２／３）

　住宅の１室の中に耐震シェルターや防災ベッドを設置
する工事を行う場合に活用できます。
総合評点が 0.7 未満の住宅が対象となります。

拡充

拡充

拡充

※令和６年度から防災ベッドも対象になりました。

※補助制度の内容は、市町村により異なる場合がございますので、詳細は市町村にお問い合わせください。

支援制度の概要（拡充内容）


